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Ｍ Ｇ に 関 す る 調 査

新妻俊栄

１調査目的

当校では、高い経営能力を養う実践教育を行うた

め、様々なカリキュラムが組まれているが、経営

（技術面を除く）そのものの実践的な機会を確保す

ることは容易でない。

この点を補う実践教育の手法として、経験学習と

いうものがある。経営能力を養うためのマネージメ

ントゲーム（以下、ＭＧとする）もその一つである。

ＭＧは、もともと企業の人材教育のために開発され

た手法である。

近年、教育現場でもＭＧの活用が見られるように

なってきたが、ＭＧに関連する資料は少ない。

そこで本調査では、ＭＧについて調査し、当校の

学生を対象とした導入について検討することとした。

２調査月日及び場所

平成１２年１１月２３～２４日 他

東京都 品川区立総合体育館（きゅりあん）他

３調査内容及び調査結果

(１)ＭＧについて

ＭＧとは、ビジネス環境をモデル化したゲームで

ある。現在、ＭＧと呼ばれるものは、複数存在して

おり、その内容は多種多様である。

そこで、いくつかのＭＧについて以下に紹介する。

ア、ＭＧ（西研究所）

西順一郎氏がソニーの経営開発室時代に社員教育

の一環としてドイツのビジネスゲーム（ ）play boss
を基に開発したもの。

イ、 （ソニー・ヒューマンキャピタル）Launch
月への観光を企画する旅行代理店となって、事業

の成功を目指すもの。 の教材として使用されMBA
ている。

ウ、 （愛知農業試験場）FMG
パソコンによるシミュレーションを基本とした

で、当試験場の山田専門技術員が農業者用にアMG
レンジしたもの。

エ、 （ の著作）Real Money W. David Albrecht
ボードゲームのモノポリーをプレイしながら、会

計資料を作成し、意思決定に役立てる方法を学ぶ。

オ、ＭＧ（武蔵野工業大学版）

４，５人で構成されたネットワーク上で、企業の

経営者になり、業績を競う経営シミュレーションゲ

ーム。

＊なお、今回は、都合により西研究所のＭＧ（以降、

ＭＧと省略）に対象を絞り調査した。

(２)ＭＧの概要

ＭＧは、参加者が仮想の会社を設立、専用の盤を

利用し、経営意志決定から材料の仕入・生産・商品

の販売・代金の回収まですべてを一人で行う全員参

加型の研修である。

また、記帳・決算を行いながら、自分自身で経営

努力まで評価する幅広い内容になっている。２日間

で５期経営することになるが、通常の記帳・決算は

行わなず、西氏の考案した「マトリックス会計」を

用い、経営評価は、ＳＴＲＡＣ分析を活用している。

なお、セミナーのスケジュールは次のとおりであ

る。

第１日目（ ～ ）10:00 21:00
ＭＧ第１期と決算練習

→ＭＧ第２期とマトリックス会計

→ＭＧ第３期と決算

→ＳＴＲＡＣ分析と経営計画

（第１日目終了後、交流会）



第２日目（ ～ ）9:30 17:00
ＭＧ第４期

→ＭＧ第５期

→講義

(３)ＭＧの評価

ＭＧは、ゲーム性を持つ経験学習の手法として高

く評価されているが、今回は別な面で評価してみた

い。

ア、マトリックス会計の合理性

ＭＧのマトリックス会計は、記帳・決算を合理的

かつ単純に処理することを可能にしている。

マトリックス会計とは、マトリックス（行列）を

利用した決算方法で、行を借方、列を貸方、とした

表（マトリックス会計表）のマスに各仕分けを整理、

記入することで決算をしてしまうものである。

通常、決算に使用される損益計算書・貸借対照表

は、勘定科目を借方・貸方に分け、左右に直線的に

配置しており、勘定科目毎の金額はわかるが、１会

計期間中の勘定科目間の動向は見えない。

しかし、マトリックス会計表の場合、勘定科目を

借方・貸方の行列の表を利用し、面的に整理するこ

とで、勘定科目間の動向を把握することが可能にな

っている。しかも一枚の表で整理され、原価計算ま

で機械作業的に決算してしまうという合理的でシン

プルなものである。

これにより、一会計期間の経営内容が視覚的に把

握することが可能になり、また決算が単純化された

ことで、２日間で５期の会社経営と決算と分析も可

能している。

イ、「行入」に基づく教育手法

ＭＧでは、ユニークな教育手法が取り入れられて

いる。

研修中は、休憩や考える余裕もなく、架空の会社

経営を一人でしなくてはいけない。ゲーム中は、そ

の意味がわからなかったが、後で、西氏はそれ自体

が教育手法であるとの主旨を説明された。

つまり、経営とは絶え間のない「意志決定」の連

続で、決断力・先見力・バランス力の大切さを身に

付けなくてはいけない。そのためには、アタマで理

解するのではなく、カラダで理解する必要がある。

そこで、考える時間を意図的に排除し、経営を体

感させることで、決断力・先見力・バランス力を効

率的に会得させようとするのがこの手法だというの

でである。これを西氏は「理入」ではなく「行入」

と表現していた。

これは、企業の社員教育に携わる人ならではの手

法であろう。教育に携わる者として非常に興味深い

ものであった。

ウ、広範囲な異業種交流

ＭＧは、あらゆる業種・役職が集まり、互いが刺

激を受ける場である。

異業種交流の場は、様々なところにあるが、ＭＧ

の場合、「経営」を切り口とした研修であるため、

業種や役職を問わない。そのため、様々な人が集ま

ってくる可能性がある。

今回、ＭＧを継続されている方々と交流があった。

参加していた方々は、企業内容や規模・役職が異な

るにもかかわらず、経営の考え方が明快であり、興

味深い話しが多かった。これは、それぞれの個性的

な魅力もあるだろうが、ＭＧの効果も大きいように

感じられた。

（４）当校の学生を対象としたＭＧについて

以上の点で、ＭＧは、教育的に十分価値のあるも

のだと考えられるが、当校の学生が耐えうる内容か

否かという疑問が残った。

その点について、西氏は、「すでに小学校を対象

にしたＭＧ（ＭＧジュニア）を定期的に開催してお

り、小学生でも十分可能であるから、全く問題な

い。」とのことであった。

「行入」という観点からすれば当然のことかもし

れない。

４調査結果の利活用法

ＭＧは、経営の本質を興味深く身に付ける方法と

して有効であり、当校においても、経営演習・簿記

演習等での活用により、経営面の実践教育を強化す

ることが可能であると思われる。

今後、他のＭＧについても比較検討しながら、実

践教育のための教材として、導入を検討してはどう

だろうか。

５利活用法をはかる上での問題点

ア、ＭＧは製造業を想定した経営になるため、農

業とは業種が異なる。

イ、教材が高価である。

ウ、インストラクターが必要となる。


